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「
働
き
方
」
労
働
者
を
無
視
し
て

日
、
参
院
本
会
議
で
可
決

29労
働
組
合
、
市
民
、
日
弁
連

が
反
対
し
て
い
る
。
共
同
通
信

の
調
査
で
も

％
の
企
業
が

70

「
高
プ
ロ
を
今
国
会
で
成
立
さ

せ
な
い
で
い
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
労
働
側
も
法
曹
界
も
企
業

も
誰
も
賛
成
を
し
て
い
な
い
。

過
労
死
は
高
止
ま
り
し
て
い

て
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
衆
参
で
強

行
採
決
を
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
「
柔
軟
な
働

果
」
を
軽
々
し
く
口
に
し
て
い

る
が
、
成
果
は
誰
が
決
め
る
の

か
？
ま
さ
か
第
三
者
委
員
会

が
？
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
上

司
、
会
社
が
決
め
る
。
思
想
信

条
、
忠
誠
心
ま
で
含
め
た
「
総

合
的
」
の
名
の
下
に
決
め
る
。

「
い
わ
ゆ
る
し
ゃ
じ
加
減
」
だ
。

労
働
者
が
頑
張
っ
て
働
い
て

も
会
社
が
成
果
の
判
断
を
し
な

い
と
「
残
業
は
無
に
な
る
」
政

府
は
、
省
令
な
ど
の
判
断
を
労

働
政
策
審
議
会
（
労
政
審
）
に

て
い
る
。

「
労
働
組
合
が
全
国
に
呼
び

か
け
、
国
会
周
辺
に

万
規
模

10

の
座
り
込
み
を
す
る
。
国
会
機

能
を
止
ま
る
。
そ
れ
く
ら
い
や

ら
な
い
と
、
と
ん
で
も
な
い
政

権
は
倒
せ
な
い
」
と
労
働
弁
護

団
棗
幹
事
長
は
力
説
す
る
。

安
倍
首
相
は
、
「
働
き
方
を

時
間
か
ら
成
果
に
」
と
再
三
答

弁
し
て
き
た
。
「
労
基
法
に
よ

る
残
業
時
間
計
算
を
無
く
そ
う

と
す
る
」。
安
倍
首
相
は
、「
成

人
は

％
し
か

40

い
な
い
。
あ
と

は
変
形
時
間
制

が
一
番
多
く
、

裁
量
、
見
な
し

な
ど
が
続
く
。

フ
レ
ッ
ク
ス
時

間
制
な
ど
十
分

な
働
き
方
を
し

て
い
る
。
こ
れ

以
上
柔
軟
に
し

て
ど
う
す
る
の

か
？

搾
取
強
化
に
よ

る
生
産
性
向
上

が
目
標
に
な
っ

き
方
、
生
産
性
を
上
げ
る
働

き
方
」
な
ど
言
っ
て
き
た
が
、

竹
中
平
蔵
は
、
「
こ
れ
が
な
か

っ
た
ら
日
本
経
済
は
沈
む
」

三
木
谷
は
「
成
果
の
上
が
ら

な
い
残
業
代
は
無
効
」
と
こ

ざ
い
た
。
安
倍
の
腹
も
同
じ

だ
。
日
本
の
労
働
行
政
は
十

分
に
柔
軟
な
法
制
に
な
っ
て

い
る
。
厚
労
省
の
資
料
に
も

書
い
て
あ
る
。
法
定
労
働
時

間
制
の
適
用
で
働
い
て
い
る

判
断
を
ゆ
だ
ね
た
。

野
党
か
ら
は
、「
丸
投
げ

だ
」
と
批
判
が
飛
ぶ
。
当

然
な
こ
と
で
、「
働
き
方
」

の
大
枠
し
か
決
め
ず
、
後

は
財
界
の
レ
ー
ル
に
乗
せ
、

搾
取
法
案
を
完
成
さ
せ
る
。

労
働
運
動
か
ら
反
対
を
盛

り
上
げ
る
し
か
な
く
、
課

題
は
大
き
い
。

参
議
院
厚
労
委
員
会
「
働

き
方
」
法
案
採
決
。（
写
真
）

手
前
が
与
党
・
向
か
い
側

が
野
党
。
野
党
で
賛
成
挙

手
を
す
る
の
は
、
福
島
さ

ん
を
挟
ん
だ
東
（
維
新
）

と
薬
師
寺
（
無
所
属
ク
ラ

ブ
）
許
さ
ん
！

思いをぶっつけ 道筋をつくる！

神田教室の開設
労働運動のエンジンにする
誰でも参加 みんなで語る

◆とき：7月24日(火)18：30

毎月第4火曜日・定例開催

◆ 所 ：神保町区民館（次回から中央本部）

◆テーマ：時々のテーマを相互討論

第1回「労働組合との関わり」

参院厚労委採決に抗議する（6/28参院議員会館前）



「
高
プ
ロ
」
制
度
は
、
年
収

が
高
い
専
門
職
。
労
働
時
間
規

制
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
⒚
年

４
月
に
導
入
さ
れ
、
適
用
さ
れ

る
人
は
残
業
時
間
や
休
日
・
深

夜
の
割
増
賃
金
と
い
っ
た
規
定

か
ら
も
外
れ
る
。

「
働
き
方
」
で
職
場
に
害
を
及
ぼ
す

「
成
果
」
を
尺
度
に
労
働
者
を
こ
き
使
う

引
上
げ
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て

い
る
。
最
賃
引
上
げ
の
取
り
組

み
か
ら
、
世
論
の
盛
り
上
げ
を

背
景
に
地
域
最
賃
の
引
上
げ
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

最
賃
引
き
上
げ
は
日
本
経
済
を
混
乱
に
す
る
（
経
団
連
）

１
５
０
０
円
で
も
生
活
は
困
窮

最
賃
を
闘
い
と
る
！

て
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

る
残
業
時
間
の
上
限
を
設
け

た
。
労
働
基
準
法
が
定
め
る

労
働
時
間
は
１
日
８
時
間
、

週

時
間
。
こ
れ
を
超
え
て

40
働
か
せ
る
。
経
営
側
は
、
１

０
０
時
間
、

時
間
を
う
ま

80

く
使
い
分
け
上
限
い
っ
ぱ
い

ま
で
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
残
業
す
れ
ば
成
果
と
さ

れ
る
。
労
働
者
は
残
業
ラ
イ

ン
に
乗
せ
ら
れ
る
。
残
業
の

上
限
は
、
原
則
と
し
て
「
月

時
間
、
年
３
６
０
時
間
」
と

45明
記
し
た
。
繁
忙
期
な
ど
に
臨

時
に
超
え
る
必
要
が
あ
る
場
合

で
も
、

時
間
を
超
え
て
働
か

45

せ
ら
れ
る
の
は
年
に
６
カ
月
ま

で
と
し
年
間
上
限
は
７
２
０
時

間
以
内
。

厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
は
、
６
月

日
、

26

18

年
度
の
最
低
賃
金
改
定
に
向
け

た
議
論
が
始
ま
っ
た
。

年
度

17

は
全
国
平
均
で
前
年
度
比

円
25

増
の
時
給
８
４
８
円
だ
っ
た
。

大
都
市
と
地
方
の
格
差
は
拡

大
し
て
い
る
課
題
を
克
服
し
よ

た
。

年
度
は

円
を
軸

18

26

に
議
論
が
進
む
と
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
で
は
「
今
す

ぐ
千
円
、
時
給
１
５
０
０

円
」
は
遠
く
な
る
。
経
団

連
は
、
地
域
最
賃
の
引
上

っ
て
い
る
。

年
の
春
闘

17

方
針
（
経
団
連
）
に
「
地

域
最
賃
の
大
幅
引
上
げ
は

日
本
経
済
を
混
乱
さ
せ

る
」
な
ど
、
全
国
的
最
賃

う
と
、
格
差
是
正
が
必
要
と
な

る
。
安
倍
首
相
は

年
、
「
最

16

低
賃
金
を
年
率
３
％
程
度
を
引

き
上
げ
、
全
国
加
重
平
均
で
千

円
を
目
指
す
」
と
方
針
を
決
定

し
て
き
た
。
審
議
会
は
こ
れ
に

基
づ
き
、

年
度
は
引
き
上
げ

17

の
目
安
額
を
平
均

円
に
決
め

25

「
働
き
方
」
関
連
法
が
成

立
し
た
。
労
働
時
間
規
制
の

と
緩
和
、
正
社
員
と
非
正
社

員
の
格
差
是
正
な
ど
を
使
い

分
け
て
い
る
。
働
く
時
間
の

長
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
休
み
方
、

健
康
、
賃
金
な
ど
に
大
き
く

影
響
す
る
内
容
だ
。

労
働
者
の
「
働
き
方
」
は
、

ど
う
変
わ
る
の
か
。
残
業
や

年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
消

化
な
ど
を
点
検
し
て
み
る
。

「
青
天
井
」
を
理
由
に
し


